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＜連絡事項＞
・持参薬もってきている患者様の処方に関しては切れる前に主治医に当院切替かどうか
確認してください。

＜入室状況＞
【転出】
・中里　鐡男様～東Cユニット4号室→南Dユニット208号室

・大塚　勇人様～東Aユニット11号室から→西Bユニット21号室

【転入】
・小向　栄子様～西病棟Aユニット51号室→病棟Bユニット1号室

【入院】
・阿部　わかえ様～東病棟Bユニット3号室へ任意入院となる。



＜患者様情報＞
・上山　博一様～臨時薬6日分処方となる。

・長根　瞳様～発熱続いていることセフジトレンピボキシル錠１００ｍｇ「ＯＫ」 3 錠 1日3回　毎食後　5日分処方となる

・高橋　エツ様～6/8　15：00対面面会予約済み。

・三浦　郁子様～本日Ba交換実施。

・太田　末廣様～ロナセンテープは中止。

・大阪　優佳様～6/6（土）10：00退院。初外来6/30（火）10：00予約済み。

[bookmark: _GoBack]・庭野　清隆様～明日から午前午後2時間へ開放観察拡大。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～処方変更なし。

・木口　柊太郎様～他患者への話しかけはやや多いが、トラブルには至らず。処方継続するがクロナゼパムは昼→夕食後へ変更。退院支援開始指示有り。

・古積　幸太様～本人と相談しエスシタロプラムＯＤ錠１０ｍｇ0.5T　1日1回　夕食後開始とな
る。

・風穴　真鼓様～不穏、介入への抵抗、過度な徘徊や常同行為といった、入院前の精神および行動
の障害は軽減、消失している。6/13に施設宿泊体験利用。処方変更なし。

・三浦　郁子様～BSやや高値で経過。明日よりグラルギン10E→12Eに変更となる。

・松本　文男様～6/11にGHへの入所が決定し退院の予定である。処方継続。持参薬の抗凝固薬投与継続の是非については当院で判断しかねるため、前医や市民病院を受診する必要があるため受持ちスタッフは家族へ確認してください。

・蛯名　優心様～処方変更なし。病棟内での生活支援、退院後の環境調整も行っていく。

・小笠原　正一様～食事や睡眠も良好。処方は継続、退院進めるよう指示有り。



＜田名部Dr診察＞
・滝澤　幸輝様～身体拘束開始以降、食事摂取中むせ込み著明にある事を報告。明日から朝のアリピプラゾール24mg1錠中止となる。

・柳町　聡美様～主治医診察あり。歯科受診や家族と過ごす時間を取りたいとの事で主治医へ外出の希望を話している。主治医より、外出に関しては後でスタッフへ話をし申請するようにと本人様へ話している。臨時薬、退院時処方と同内容で処方となる。

・他患者様処方変更なし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり。早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時スタッフに対し礼節保たれており不穏さなく臥床し過ごす。妄想言動や被害的言動聞かれず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。べット上体動多いもすり抜けや拘束帯トラブルなく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・庭野　清隆様～終日隔離中。主治医診察あり。本日より午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中ホールで過ごしており不穏さはなし。施錠にも拒否なく対応。指示の点滴、内服不満言動あるも再三の説明にて施行している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和8年6月4日　13：37
　氏　　名：阿部　わかえ様（あべ　わかえ）様
　生年月日：昭和24年7月22日(76歳)
　病　　名：反復性うつ病障害、軽度認知障害
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
　診察医　：小栁Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット3号室

＜経過＞
　当院６回の入院歴あり。
　前回入院はR4年7月1日～7月25日。自宅退院後、R7年より
夫婦でケアハウスへ入所している。薬剤調整を行いながら療
養を続けていたが、R8年5月の定期受診の際に、夫が介護に
疲弊し本人を叩いてしまうとの相談あり。ケアマネージャーへ
も相談しサービス調整を検討するもが本人・夫が他サービスの
導入について拒否的であり、夫婦分離のために入院の希望があり。
在宅での生活は限界に達しており夫のレスパイトと本人の精神症
状の安定化、内服薬の調整等の治療を目的としてR8年6月4日13：37
東病棟Bユニットへ任意入院となる。
